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今年度は、グローバル人材の育成という大きなミッションを得て、３０年度からの国際的な教育環

境の整備の本格実施に向けた準備に邁進した。新しい「白鷗」のブランドイメージの確立を図るため

に、校内 PT、関係機関との連携により、具体的な計画を立案すると共に、英語教育の充実等、先行

実施の可能な内容は今年度から実践し、中学３年生の英検取得等に素晴らしい結果を出すことができ

た。 

組織の課題として、個々の教職員は努力を重ねているが学年中心主義やたこつぼ化による課題共有

及び改善の取組の不十分さがあり、校内研修の実施等により情報共有を進め、一定の成果があった。

生徒の進路実現においては、大学入試センター試験で成果を挙げたが、難関国公立大及び難関私大で

目標を達成することができなかった。 

体罰根絶を始め服務事故を起こさないとの強い姿勢で臨み注意喚起を継続して行い、服務事故を発

生させなかった。いじめの未然防止、早期発見、早期対応に取り組み、小さな芽に組織的に対応する

ことで、大きな課題に発展することはなかった。 

次年度は、３０年度に向けた教育課程の策定等、重要課題が山積であるが、何よりも生徒の学力伸

長と進路実現を必ず図るとの意識を職員全員で共有し、学校を挙げて取り組む。 

 

Ⅳ 今年度の重点的取組と数値目標 

項

目 

 
取組目標と内容 結果 

評 

価 

①  

学

校 

運

営 

ア 

中高一貫教育校の検証結果を踏まえた教

育活動の継承と、都立高校改革推進計画 

新実施計画による改革案を策定する。 

外部有識者を交えた検討委員会や校内

かもめＰＴにより、充実した検討が行

われ、３月に改革案がまとまった。 

A 

イ 
分掌及び学年、教科での年間目標と年度末

の検証を実施する。 

昨年まで不十分であった年度末検証を

文書化し共有できた。 

A 

ウ 

学年中心主義を改め、各分掌、教科会にお

ける中高の情報交換の促進と統一した指

導体制を構築する。 

分掌・教科を中心とした組織的・系統

的な指導体制に舵を切ることはできた

が、途上である。 

B 

エ 

募集・広報活動の充実を図るとともに、円

滑な入学選抜等の実施に向けた経営企画

室と連携強化する。 

中学校訪問の実施や学校説明会の増

加、ＨＰの効果的な発信ができた。経

営企画室とも連携できた。 

A 

オ 
全教諭が年間３回以上の授業見学を実施

し、教科指導力の向上を図る。 

他校の授業参観を含め、活発な授業見

学を実施することができた。 

B 

②  

学

習 

指

導 

ア 

生徒による授業評価および生徒実態調査

を実施し、これらの結果分析を授業に反映

させ、次年度の教科目標を策定する。 

生徒による授業評価と生徒実態調査の

教科単位での分析は不十分であり、次

年度の改善目標とする。 

C 

イ 

教科別指導方法の教科内検討会の実施と

進度の分析を行い、教科指導に関するさら

なる工夫・改善をおこなう。 

教科によっては活発な教科会が実施さ

れたが、東西校舎分離が障害となり、

全校的には困難であった。 

B 

ウ 
小テスト等の実施により、基礎・基本的な

学習内容の定着を図る。 

各教科とも丁寧な小テストや補講によ

り、基礎・基本の定着を図った。 

A 

エ 
チューターの有効活用と自習室の充実を

図る。 

チューターの増加配置と、自習室の７

to７対応や環境整備を実施した。 

A 

オ 
学習習慣の定着化を図るために自宅学習

時間の確保を図る。 

中学校の学習時間は若干増加した。 B 



カ 
英語、漢字、数学などの各種検定に対する

年間実施計画を策定する。 

学年ごとに異なっていた実施計画を統

一的な計画へと変更途上である。 

B 

キ 
大学等と連携した理数教育の充実を図る。 理科の外部コンテストでの研究発表等

を活発に行うことができた。 

A 

ク 

英語教育推進指定校としての英語教育の

一層の充実を図る。 

中学校・・卒業までに英検準２級７割取得 

高１・・ＧＴＥＣ平均５２０点レベル以上 

高２・・ＧＴＥＣ平均５６０点レベル以上 

オンライン英会話をいち早く実施する

等、組織的な指導で成果を挙げた。 

中３ 英検準２級以上 ９割 

高１ ＧＴＥＣ平均 ５２０．７ 

高２ ＧＴＥＣ平均 ５６８．７ 

A 

ケ 

外部セミナー等を活用し各教員の学習指

導力の向上とともに、教員相互の授業見学

を年間３回以上実施し、学習指導力の向上

を図る。 

予備校セミナー参加や講師を招いての

研修により授業力向上を図った。授業

見学も増加した。成果の還元と十分な

情報共有については途上である。 

B 

③  

進

路 

指

導 

ア 

５教科による勉強合宿を夏季休業日中に

実施し、学力の伸長とともに、大学受験に

向けた意識の啓発を図る。 

勉強合宿を実施すると共に、３学期に

０学期の意識喚起やチーム難関の発足

を行い、進路意識を高めた。 

A 

イ 

高校生に関しては自己の学力把握のため

の実力テストと模擬試験を計画的に実施

する。また、中学生に対しては学力推移調

査を実施し、学力の定着を図り、その後の

指導に繋げる。 

中学校の学力推移調査及び高校の実力

テスト・模試を計画的に実施できた。

その結果と課題の共有は一層進める必

要がある。 

B 

ウ 

長期休業中の補講・補習の参加者高校延べ

７，０００人以上。中学延べ３，５００人

以上。 

長期休業中の講習参加者 

高校  延べ７，０９０名 

中学校 延べ３，４５３名 

A 

エ 国公立大学合格５０名以上。 国公立大学４７名合格。 B 

オ 

難関国立４大学合格者１０名以上。 センター試験の上位者は過去最高であ

ったが、２次で及ばなかった。難関国

公立大学５名合格。 

C 

カ 

難関私大合格１００名以上。 難関私大合格者８１名。層がやや薄く

目標を達成できなかった。上位者が推

薦に流れる傾向があった。 

B 

キ ＧＭＡＲＣＨ合格１５０名以上。 ＧＭＡＲＣＨ合格１５３名。 A 

ク 

卒業生を含む学年検討会・センター検討会

等を４回以上実施し、生徒一人一人に応じ

た指導内容の共有化を図り、現役合格率８

０%を確保。 

検討会６回実施。現役合格率８５％ 

計画的に検討会実施したが、情報の共

有の範囲と設定時間等に課題が残っ

た。 

B 

④  

生

活 

指

導 

 

ア 

あいさつの励行と時間厳守、制服の着こな

し等の基本的な生活習慣の確立と規範意

識の育成を図る。 

あいさつの励行に、生徒部を中心に組

織的に取り組んだ。改善が見られたが、

一層の組織的指導が求められる。 

B 

イ 

体育祭、文化祭、合唱ｺﾝｸｰﾙなどの行事の

充実とともに、実施後の検証を通して工

夫・改善を図る。 

三大行事の充実を図り、実施後の検証

も十分行った。白鷗祭（文化祭）につ

いて、次年度改善予定である。 

B 

ウ 
自主的・自律的な生徒会、委員会活動とそ

の活性化を図る。 

生徒会を中心に活発な活動ができ、改

善についても意欲的であった。 

A 

エ 

部活動の活性化を図り、中学・高校ともに、

都大会等以上の大会出場に３団体以上を

目指す。 

全国大会に出場を果たした部活動が

「百人一首部」「吹奏楽部」「和太鼓部」 

「中学陸上部」と例年以上に活躍した。 

A 

オ 年間皆勤者数、学年平均６０名以上。 年間皆勤者数、学年平均５９．３名 B 

カ いじめの実態把握アンケートを３回行い、 いじめの実態把握アンケートを計画的 A 



いじめの未然防止、早期発見、早期対応に

資する。 

に行い、小さな芽を見逃さず、組織的

な指導を行い、改善を図った。 

⑤  

募

集 

広

報 

ア 
校外における説明会や学習塾等への訪問

１５回以上。 

中学校訪問９５校、学習塾対象説明会

新規実施３回。校外説明会 

A 

イ 中学校説明会参加者１０，０００名以上。 中学説明会参加者１０，１１５名 A 

ウ 中学校入試倍率７．０倍以上。 中学入試倍率６．５７倍 B 

エ 高校説明会参加者１，５００名以上。 高校説明会参加者１，９５０名 A 

オ 高校入試倍率１．７倍以上。 高校入試倍率１．６１倍 B 

カ 
ホームページの充実を図り１００回以上

の更新を行う。 

ホームページの更新１３７回。内容の

充実を図った。 

A 

⑥  

健

康 

推

進 

ア 
生徒の状況把握を行う全体会や生徒理解

研修会を実施する。 

教育相談委員会を実動化し、相談体制

を整備できた。 

A 

イ 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる学年全員面接及び個別

指導の充実を図る。 

全員面接を実施し、相談体制の充実を

図ったが、情報共有は一層の改善が求

められる。 

B 

ウ 
健康推進のための講演会を実施する。 専門家による生徒対象講演会を実施

し、啓発を図った。 

A 

⑦  

情

報 

活

用 

ア 

ＩＣＴ機器を使った授業を推進する。 他校と比較し、ＩＣＴを使用する教員

の比率は極めて高い。タブレット端末

を総合的な学習の時間で活用できた。 

A 

イ 

ＩＣＴ機器を活用した教職員の情報共有

化を促進する。 

 

ＩＣＴ機器操作のスキルは高まってい

るが、情報共有の活用までには十分至

っていない。 

B 

⑧  

国

際

理

解

教

育 

ア 
海外修学旅行及び海外短期留学の内容の

充実を図る。 

現地で活発な交流活動を行った。事

前・事後指導には改善の余地がある。 

B 

イ 

国際社会で活躍する人材を育成するため

に次世代リーダー育成事業等を活用し留

学の推進を図る。 

次世代リーダー育成道場に４名合格。

今後海外大学への進学を含め、一層の

推進を図る。 

A 

ウ 
姉妹校提携校との交流内容の充実、積極的

な留学生の受け入れを行う。 

姉妹校からの１週間の受け入れ等の

他、米国外交官との交流を実施した。 

A 

エ 

日本の伝統・文化理解教育を積極的に発信

する。 

地域と連携した活動をホームページや

支援センターのグッドニュースで発信

した。 

A 

オ 

「トランスフォーマ・コネクション」等を

活用した、オリンピック・パラリンピック

教育の充実を図る。 

生徒会を中心に大変充実した活動がで

きた。現地との交流を継続させたい。3

年後への基盤ができた。 

A 

⑨  

経

営

企

画

室 

ア 適正な予算執行及び経営計画に基づいた

予算計画を策定する。 

適正な予算執行及び計画策定ができた

が、行事の実行において具体的かつ緻

密な計画を立案する必要がある。 

B 

イ 

行政系職員と教員系職員の連携を強化し、

円滑な教育活動の推進を図り、経営参画の

充実を図る。 

適切に連携し円滑な教育活動が実行で

きた。経営参画の充実までは余裕がな

いのが実態である。 

B 

 

 



主な目標項目と数値目標 

項目 目 標 対 象 ２７年度実績 ２８年度実績 ２８年度目標 

①  自宅学習時間 
中学生 １時間４０分 １時間４８分 ２時間 

高校生 ２時間１１分 ２時間３０分 ２．５時間 

②  進路決定 

国公立大学・私立難関校

（早・慶・上・理） 

進学者数 

合格者１５２名 

 

進学者８２名 

国公立４７名 

難関私大８１名 

GMARCH１５３名 

国公立５０名 

難関私大１００名 

GMARCH１５０名 

難関国公立大学合格者 ７名 ５名 １０名 

③  
夏期講習 

参加者 

中学生 延べ３，２５２名 延べ３，４５３名 延べ３，５００名 

高校生 延べ６，９９７名 延べ７，０９０名 延べ７，０００名 

④  皆勤者数 
中学、高校学年平均 平均６６名 

(１～６年) 

平均５９．３名 

(１～６年) 

学年平均６０名 

⑤  
説明会等 

参加者 

中学校 １０，７５０名 １０，１１５名 １０，０００名 

高校 １，４４７名  １，９５０名 １，５００名 

⑥  一般入選倍率 
中学校 ６．８１倍 ６．５７倍 ７．０倍 

高校 １．１５倍 １．６１倍 １．７倍 

⑦  英語力向上 

中学校  英検準２級以上 

９割 

卒業までに英検準

２級７割 

高校  高１ GTEC 

平均 ５２０．７ 

高２ 

平均 ５６８．７ 

高１ ＧＴＥＣ 

平均 520 点レベル 

高２ ＧＴＥＣ 

平均 560 点レベル 

 


